
                 花もめん通信       平成 29 年 10 月発行  第 52 号 

  

  

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

          

         

     

        

 

  

 

 

                                    

Ї ˲  

 ̧ͻ͔  ͤ

ṓ⌂  

ɶϨЊГКϟ/ᴴ

/Ἳ / ∑ ɷ 

 

Ј

̰

͎
̴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

᷂ḢὭ Ḍ 

 
ʿ Ǆ 61 

ᵰ 

ΰ 2 Ϋ 19- 1 

TEL AX 

096 - 288 - 4082  

 

 

 

 

Ḻ 

ᾍꜘḌ 

 

˲  
ʿ Ǆ0048  

נּ ᵰ 

ΰ 1139- 4  

TEL AX 

096 - 288 - 2828  

発行所 

 ╪ ╘ ╙  אל

〒860-0068 

熊本市西区 

上代1丁目2-20 

☎（096）355-2858 

10月 

 

ᾱὁ˺ ˗  

 

 

 

ϘψЅϴͣαΕ  

 

Ὂ

 

ᵺ

ṓ

 

60 Иΰ ͻ  

1 2,500 ֑ Э  

ש     і 

ʛ ԇ ͻ ʛ₃  

ʛ ᾚו А  ʛΩϥЖ ͻ  

ʛ ᾢ    ʛ ϥ ḇа  

ϥᴊ ש  

α   

☎ Ǆ Ǆ  

↑ ͻ 

₥ ƸƸ 

ͻ ԝ 

藤崎宮秋の大祭は台風の為延期となりましたが、9月15日

りんどうに高麗門の方々が来てくださいました。太鼓やラ

ッパを鳴らし、目の前で迫力のある飾り馬をみることがで

きました。「随兵も昔はよく見に行っていたなあ・・・」と

若い時を思い出され、手をたたき、笑顔で観覧し、涙を流

して感動される方もいらっしゃいました。秋を感じられた

のではないでしょうか。当日も楽しみです！！ 

在宅生活の中で、最近は宅配の弁当をとっ

たり、家族が作ったりと調理をする機会も

減ってきたと言われます。りんどうでは、

自分で作り、食べる喜びや楽しさを感じて

頂けるように、今までの経験を活かし、調

理法を思い出しながら一緒に調理を行な

っています。 
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 花もめんのヘルパー支援を利用して 7 年が経過したＫ

様。現在90歳である。今年の5月末に肺炎にて入院し、2

か月後に退院される。独居であり、身寄りがない為自宅で

の生活は厳しいだろうと話しが出ていたが、Ｋ様の自宅で

看取ろうという声があがった。自宅へ戻るため、歩行訓練

に取り組んでいた。ヘルパーが訪問し、調理やＫ様の身の

回りのお世話をし、好きな物を食べたり、飲んだり、会話

をしたりという生活が始まる。認知症が進行していること

もあり、怒ったり、笑顔をみせたりと、表現が色々あり、

思うように支援できないこともあるけれど、それが本人の

望みであるのだから、聴かないといけないのだろうと感じ

ている。退院して1カ月が経過した頃、体調に変化が起き 

始める。               次回に続く。。。 
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「
閃
き
（
ひ
ら
め
き
）」
を
読
ん
で 

★経験者優遇 

★通勤手当あり 

★管理者手当あり 

9月9日に大阪で、森先生の教室に 

参加してきました。ゆらぎ体操は、鍛

える体操ではありません。逆に緊張し

た筋肉や関節を緩めて柔らかくする体

操です。しかも、誰でも、どこでも、

いつでも、簡単にできる体操です。 

だから続けられると思います。 

 私は、朝起きてから、こわばった体

を柔らかくするために、ゆらぎ体操を

毎朝行います。背筋がシャキッとして

出勤します。また、寝る前は、一日中

緊張した体や全身の関節を柔らかくし

て寝ます。毎日やっていると、やらな

い日は、体が何となく違和感がある感

じです。有り難いことに、ひどい凝性

ですが、知らぬ間に肩こりを感じなく

なっています。もちろん、股関節や骨

盤の動きもよくなってきます。皆さん

も是非一緒にやりましょう！！ デイりんどうにて 

 

閃
き
は
、
人
間
に
与
え
ら
れ
た
特
殊

能
力
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
達
が
携

わ
っ
て
い
る
認
知
症
の
高
齢
者
の
方
々

は
、
私
達
で
も
考
え
つ
か
な
い
よ
う
な

閃
き
を
持
っ
て
い
る
。
貧
し
い
生
活
の

中
で
、
色
々
な
こ
と
を
学
び
、
色
々
な

閃
き
を
し
な
が
ら
生
活
を
し
て
き
た
ん

だ
と
思
う
。「
閃
き
の
基
本
は
熱
意
」
と

松
下
幸
之
助
氏
は
言
っ
て
い
る
。
私
も

そ
う
思
う
。
仕
事
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

は.

頑
張
ろ
う
と
思
わ
な
い
限
り
、
何
も

考
え
る
こ
と
も
し
な
い
。
人
間
は
、
興

味
が
あ
る
こ
と
に
対
し
て
執
着
し
、
色

ん
な
考
え
を
出
す
。
仕
事
で
も
ア
イ
デ

ア
を
活
か
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
う
。 

 
 

田
邉
優
紀
（
あ
ん
堵
） 

 

一
人
の
利
用
者
様
の
で
き
る
で
き
な

い
部
分
を
観
察
す
る
と
、
で
き
な
い
部
分

が
中
心
的
に
見
え
て
し
ま
い
が
ち
で
あ

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
考
え
方
を
す
る
と
そ
の
方

の
で
き
る
こ
と
、
し
て
い
る
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
様
々
な
利
用
者
様
が
い

る
よ
う
に
、
性
格
、
住
ん
で
い
る
環
境
、

病
歴
、
家
族
関
係
に
よ
っ
て
も
本
人
の
要

望
や
強
み
は
異
な
っ
て
く
る
。
高
齢
者
を

支
え
る
た
め
に
ケ
ア
マ
ネ
、
介
護
職
、
看

護
職
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が
専
門
分

野
を
力
一
杯
出
し
て
い
る
。
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
も
し
っ
か
り
と
行
い
、
志
を
一
緒
に

す
る
こ
と
で
質
の
い
い
介
護
が
で
き
る

と
思
っ
た
。 

 
 

友
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恵
里
（
あ
ん
堵
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